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第１種社会人委員会規則 

（目的） 

第１条 この規則は、一般社団法人青森県サッカー協会（以下、「本協会」という。）基    

本規程（以下、「基本規程」という。）第３４条の規定に基づき、基本規程第２８条第１

項第５号に規定する第１種社会人委員会（以下、「委員会」という。）の所管事項を定め

る。 

（事務局） 

第２条 委員会の事務局は、委員長指定の場所に置く。 

（業務） 

第３条 委員会は、基本規程第３３条第１項第５号に規定する業務を推進する。 

２ 委員会において決定した重要事項は、理事会に報告し、その承認を得なければならな

い。 

（事業） 

第４条 委員会は、前条の業務を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）本協会が主催する第１種社会人事業の開催及び支援 

 （２）東北サッカー協会天皇杯実施委員会へ天皇杯実施委員を推薦すること 

 （３）その他、委員会の目的達成に必要なこと 

（組織） 

第５条 委員会は、次の委員で組織する。 

（１）各市町村サッカー協会第１種社会人委員長の内、津軽地区１名・県南地区２名 

（２）社会人連盟委員長 

（３）県リーグ運営担当者 

（４）東北社会人リーグ在籍チームの内、代表者１名 

（５）全国リーグ在籍チームの内、代表者１名 

（６）委員会で認めたもの 

２ 委員長及び委員は、理事会の承認を経て、会長が委嘱する。 

３ 委員長又は委員の解任は、基本規程第３１条の規定による。 

（役員） 

第６条 委員会に、次の役員を置く。 

 （１）委員長  １名 （東北サッカー協会第１種社会人委員会委員兼任） 

 （２）副委員長 ２名以内 

２ 役員は、委員の互選により選出する。 

３ 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。欠員により選出された役員の任期は、前任

者の残任期間とする。役員はその任期満了後でも後任者が就任するまでは、その職務を

行う。 

（役員の職務） 

第７条 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 
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２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

３ 委員会を代表して会議へ出席した場合は、報告書を提出する。 

（会議） 

第８条 委員会の開催は年１回以上とし、下記事項を審議する。 

 （１）事業計画、収支予算、事業報告及び決算に関すること 

 （２）規則の改廃及び変更に関すること 

 （３）役員の任免に関すること 

 （４）その他、委員会の運営に関して必要と認めること 

２ 会議の定足数は委任状も含め２分の１以上の出席とし、決議は委任状も含め出席者の

過半数で決し、可否同数の場合は議長の決するところとする。 

３ 委員会の招集は、基本規程第３２条の規定により行い、委員長が会議の議長となる。 

４ 会議の議事録を作成し、本協会事務局へ提出する。 

（経費） 

第９条 委員会の経費は、次のとおりとする。 

 （１）本協会の一般会計 

 （２）その他の収入 

（その他） 

第１０条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会の決

議を経て、委員長が別に定める。 

（改正） 

第１１条 この規則の改正は、理事会の決議を経て、これを行う。 

 

附則 

１ この規則は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１２１条

第１項において読み替えて準用する同法第１０６条第１項に定める一般法人の設立の登

記の日から施行する。 

２ この規則の改正は、平成２８年９月２５日より施行する。（5条） 

３ この規則の改正は、平成３１年３月２２日より施行する。（1条、3条、6条、8条） 

４ この規則の改正は、令和元年６月９日より施行する。（5条、6条） 

５ この規則の改正は、令和４年３月１９日より施行する。（1条、3条、4条、5条、8条、

9条、11条） 

６ この規則の改正は、令和４年６月４日より施行する。（5条） 

 


